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東
京
都
退
職
校
長
会
の
魅
力
は
、
支

部
の
活
発
な
活
動
が
あ
っ
て
こ
そ
発
揮

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
の
度

「
支
部
活
動
一
覧
表
」
を
、
支
部
長
各

位
の
ご
協
力
を
得
て
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
一
覧
表
か
ら
は
、
各
支
部
の
活
発

な
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が

今
年
度
の
新
入
会
員
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

【
支
部
間
交
流
】

　
「
支
部
活
動
一
覧
表
」
に
は
「
支
部

間
交
流
」
を
実
施
し
て
い
る
支
部
と
実

施
を
計
画
し
て
い
る
支
部
が
、
十
支
部

あ
り
ま
し
た
。

　
「
支
部
間
交
流
」
は
、
令
和
三
年
度

に
改
正
さ
れ
た
「
新
た
な
支
部
運
営
規

則
」
に
登
場
し
ま
し
た
。「
支
部
間
交

流
」
の
一
つ
は
、
支
部
同
士
の
交
流
で

す
。
既
に
千
代
田
・
中
央
、
文
京
、
新

宿
の
三
つ
の
支
部
が
、
合
同
で
研
修
会

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
一
つ
は
、
会

員
個
人
が
他
の
支
部
の
見
学
会
や
ク
ラ

ブ
活
動
等
、
一
部
の
活
動
に
「
奨
励
会

員
」
と
し
て
参
加
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
ち
ら
も
既
に
、
他
支
部
の
見
学
研
修

等
に
参
加
し
た
会
員
の
声
が
聞
か
れ
ま

す
。

　

今
年
は
「
支
部
間
交
流
」
を
積
極
的

に
進
め
て
、
本
会
の
更
な
る
魅
力
を
広

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
現
職
校
園
長
会
と
の
交
流
】

　

昨
年
十
月
に
「
全
国
連
合
退
職
校
長

会
関
東
甲
信
越
地
区
大
会
」
が
栃
木
県

宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
県

か
ら
は
、
支
部
毎
に
「
現
職
校
長
会
」

と
懇
談
会
や
合
同
研
修
会
を
も
ち
、
顔

の
見
え
る
交
流
を
通
し
て
入
会
率
を
高

め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
も
多
く
の
支
部
が
、
現
職
の
校

長
・
園
長
会
長
と
の
交
流
を
「
支
部
活

動
一
覧
表
」
に
記
し
て
い
ま
す
。
現
職

の
校
長
・
園
長
方
と
の
交
流
を
通
し
て

今
日
の
学
校
現
場
を
知
り
、
併
せ
て
本

会
の
願
い
や
特
色
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
教
育
】

　

本
会
の
目
的
の
一
つ
は
「
教
育
寄

与
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
今
、
教
室

で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
を
知
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
、
昨
年
十
月
の
支
部
長
会

に
、
東
京
都
教
育
庁
の
江
川
徹
課
長
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
一

台
端
末
を
活
用
し
た
授
業
の
様
子
を
、

動
画
を
交
え
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し

な
が
ら
、「
教
え
る
か
ら
学
ぶ
」
へ
と

授
業
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
明
快
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
教
育
庁
幹
部
と
の
教
育
懇
談
会
】

　

本
年
二
月
に
は
、
昨
年
度
に
続
き
東

京
都
教
育
庁
幹
部
と
の
教
育
懇
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
、㈠「
東

京
都
の
不
登
校
対
策
」
㈡
「
教
職
の
魅

力
を
社
会
に
伝
え
る
都
の
広
報
活
動
」

㈢
「
本
会
の
教
育
寄
与
活
動
の
取
り
組

み
」
を
中
心
に
懇
談
い
た
し
ま
す
。

【
希
望
に
満
ち
た
一
年
に
】

　

今
年
は
巳
年
、
蛇
は
「
復
活
と
再

生
」
の
象
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。
本
会
の

維
持
・
発
展
を
目
指
し
て
、
必
要
な
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
希
望

に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
委
員
会
で
は
、
皆
様
の
ご
理
解
を

得
て
支
部
活
動
助
成
金
の
縮
減
な
ど
、

支
出
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
郵
送
料
の
大
幅
な
値
上
げ
等

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
経
費
節
減
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
も
論
議
を

尽
く
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
年
4
回

で
あ
っ
た
会
報
の
発
行
回
数
を
３
回
に

減
ら
す
し
か
方
法
が
な
い
と
の
結
論
に

至
り
、
委
員
会
案
と
し
て
運
営
委
員
会

に
上
申
い
た
し
ま
し
た
。
反
対
意
見
の

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
の
存

続
の
た
め
に
、
ど
う
か
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

会
報
は
会
員
の
皆
様
お
一
人
お
一
人

に
お
届
け
し
、
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た

だ
き
、
会
の
活
動
や
会
員
の
状
況
等

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
会
と
会
員
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
の
発
行

に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
今
ま

会
報
の
年
間
３
回
発
行

　
財
政
安
定
化
委
員
会

 

委
員
長
　
　
草
野
　
一
紀

会
報
年
４
回
発
行
か
ら
年
３
回
へ

　
業
務
運
営
改
善
委
員
会

 

委
員
長
　
　
宇
津
木
　
順
一

で
年
4
回
発
行
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
員
の
減
少
に
伴
い
本
会
の
財
政

が
極
め
て
逼
迫
し
て
い
る
状
況
か
ら
次

年
度
、
令
和
7
年
度
か
ら
発
行
を
１
回

減
ら
し
年
3
回
発
行
（
6
、
10
、
2
月

予
定
）
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
発
行
回
数
は
減
り
ま
す
が

紙
面
を
一
層
充
実
さ
せ
て
皆
様
の
ご
期

待
に
そ
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、「
各
部
の
業
務
内
容
に
関
す

る
規
程
」（
広
報
部
）
に
よ
り
「
会
報

誌
発
行
の
基
本
原
則
」
を
定
め
、
そ
の

原
則
に
よ
り
会
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
基
本
原
則
の
年
４
回
発
行
を

3
回
に
改
め
る
こ
と
に
つ
い
て
支
部
長

会
で
の
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
、
状
況
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

業
務
運
営
改
善
委
員
会
で
は
、
本
年

（
令
和
６
年
）
度
上
半
期
は
特
に
本
会

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
に
つ
い
て
協
議

検
討
し
ま
し
た
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
本
来
、
自
発
的
自
主

「
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
規
程
」及

び「
ク
ラ
ブ
運
営
上
の
原
則
」

　
業
務
運
営
改
善
委
員
会

委
員
長
　
　
宇
津
木
　
順
一

び
と
協
働
的
な
学
び
を
一
体
的
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
供
自
身
が

学
習
課
題
や
学
習
方
法
を
自
己
決
定

す
る
授
業
を
通
じ
て
、
自
立
し
た
学

習
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、教
師
が「
学

び
の
プ
ロ
セ
ス
」「
思
考
の
ス
キ
ル
」

「
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
三
つ

の
力
を
子
供
た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
子
供
が
自
ら

学
ぶ
時
間
を
設
定
し
、
個
々
の
学
び

を
伴
走
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

教
師
主
導
の
授
業
か
ら
子
供
主
体

の
授
業
に
転
換
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
指
導
観
を
大
き
く
変
え

る
必
要
が
あ
り
、
現
場
へ
の
浸
透
に

向
け
て
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

退
職
校
長
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
授
業
改
善
の
方
向
性
に
つ
い

て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
学
校
現
場
や

各
種
研
究
会
等
に
お
い
て
普
及
・
啓

発
に
お
力
添
え
い
た
だ
け
る
と
幸
甚

で
す
。

　

現
在
、
教
育
の
現
場
で
は
「
教
え

る
」
授
業
か
ら
、
子
供
た
ち
が
自
ら

「
学
ぶ
」
授
業
へ
の
転
換
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「『
令
和
の
日
本

型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て

～
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引

き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働

的
な
学
び
の
実
現
」（
令
和
三
年
一

月
、
中
教
審
）
で
は
、
個
別
に
最
適

化
さ
れ
た
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を

一
体
的
に
充
実
さ
せ
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
た
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
国
の

方
針
を
踏
ま
え
、
令
和
六
年
三
月
に

「
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５

次
）」
お
よ
び
「
東
京
都
学
校
教
育

情
報
化
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学

び
の
推
進
」
と
し
て
授
業
改
善
の
方

向
性
を
周
知
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
び
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
を
大
前
提
と
し
、
個
別
最
適
な
学

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ
れ
か
ら
の
学
び

東
京
都
教
育
庁
総
務
部
　
デ
ジ
タ
ル
企
画
担
当
課
長
　
　
江
川
　
徹
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令和７年度　定期総会
　令和７年度　第 72 回定期総会を次の通り開催いたします。申し込み方法など、詳細は
支部長を通してお知らせいたします。
日　時：令和７年５月１９日（月）　11：00 〜 15：00
会　場：主婦会館プラザエフ ７階カトレア（JR 四ツ谷駅、東京メトロ四ツ谷駅 徒歩１分）

１．受付　　10 時 30 分
２．総会　　11 時 00 分〜 12 時 10 分
３．会員研修会
　　　　　　12 時 20 分〜 12 時 50 分

　　　講師：福田晴男先生
　　　演題：「チョウからの学び」
４．懇親会
　　　13 時 00 分〜 15 時 00 分

的
な
活
動
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
ク
ラ

ブ
の
主
体
性
を
重
視
し
た
自
由
な
運
営

を
尊
重
す
べ
き
と
の
考
え
方
を
基
本
に

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
本
会
か
ら
助
成

金
が
出
て
い
る
活
動
で
あ
り
、
基
本
的

な
こ
と
は
会
員
の
共
通
理
解
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
、

活
動
の
基
本
に
つ
い
て
「
規
程
（
案
）」

及
び
「
運
営
上
の
原
則
（
案
）」
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た
。「
規
程
（
案
）」
及

び
「
運
営
上
の
原
則
（
案
）」
に
つ
い

て
十
月
の
支
部
長
会
で
説
明
い
た
し
ま

し
た
。「
規
程
」（　

本
会
の
ク
ラ
ブ
は
、

東
京
都
退
職
校
長
会
の
正
会
員
で
運
営

す
る
。）
に
つ
い
て
は
支
部
長
会
で
の

承
認
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
月

の
支
部
長
会
で
諮
り
承
認
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
規
程
」及
び「
運
営
上
の
原
則
」

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

全
国
連
合
退
職
校
長
会

関
東
甲
信
越
地
区

　
　 「
栃
木
大
会
」

　

令
和
六
年
度
全
国
連
合
退
職
校
長
会

第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
地
区
退
職
校

長
会
連
絡
協
議
会
「
栃
木
大
会
」
が
、

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
、
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
〝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ

ヤ
〟
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
か
ら
⻆
田
美
枝
子
会
長
・
皆
川
清
副

会
長
・
直
井
一
郎
事
務
局
長
、
栃
木
県

以
外
か
ら
二
十
二
名
、
開
催
県
の
栃
木

県
か
ら
は
三
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
協
議
課
題
は
、「
人
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
活
動
が
見
え

る
退
職
校
長
会
を
目
指
し
て
」
～
明
る

く
豊
か
な
生
き
甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送

る
た
め
に
～
で
す
。
協
議
課
題
に
迫
る

た
め
に
、
各
都
県
か
ら
以
下
の
四
つ
の

協
議
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
が
さ
れ
ま
し
た
。

① 
入
会
者
の
減
少
・
中
途
退
会
の
増
加

等
の
問
題
の
対
応
、
加
え
て
、
本
年

度
か
ら
の
役
職
定
年
制
に
あ
た
っ
て

ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
た
か
。

② 

現
役
世
代
と
の
交
流
活
動
や
学
校
支

援
活
動
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

③ 

地
域
社
会
へ
の
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

④ 

会
員
相
互
の
交
流
活
動
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

◎
本
会
は
、
②
の
課
題
を
共
通
話
題
に

し
、
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
取
り
組
ん
だ
、「
学
校
の
教
育
力
向

上
に
資
す
る
東
京
都
退
職
校
長
会
の
在

り
方
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

 

（
会
計
部
担
当
副
会
長　

皆
川　

清
）

　

令
和
六
年
度
第
二
回
会
員
研
修
会
が

十
一
月
十
三
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
一
回
に
引
き
続
き
、
荒
川
シ

ル
バ
ー
大
学
理
事
長
の
箭
内
忠
義
先
生

を
講
師
に
迎
え
た
前
回
の
実
践
編
と
し

て
の
野
外
散
策
で
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
皇
居
大
手

門
に
集
ま
っ
た
⻆
田
会
長
以
下
二
十
三

名
は
、
箭
内
先
生
と
共
に
講
師
と
し
て

参
加
く
だ
さ
っ
た
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
市
川
陽
子
・
高
橋
喜
蔵
両
先
生
の

お
か
げ
で
三
グ
ル
ー
プ
の
少
人
数
班
に

分
か
れ
、
東
御
苑
の
中
を
ゆ
っ
く
り
散

策
で
き
ま
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
ス
ノ

キ
な
ど
の
高
木
か
ら
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
キ

ブ
シ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ

ブ
、
ハ
ナ
イ
カ
ダ
な
ど
の
低
木
ま
で
実

際
に
幹
や
枝
、
葉
や
花
に
触
れ
、
丁
寧

な
説
明
に
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
、
二
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

皇
居
が
歴
史
的
価
値
の
み
な
ら
ず
、

自
然
や
植
生
と
い
う
意
味
で
も
価
値
の

あ
る
場
所
だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気

づ
か
さ
れ
た
研
修
で
し
た
。

 

（
生
涯
学
習
部　

松
澤
茂
久
）

第
二
回
会
員
研
修
会
報
告
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� 生涯学習部担当副会長　齊藤德藏
支部名 研修会・講習会　他 総会等における懇談会・懇親会 クラブ・サークル、写真展・作品展　その他
千代田
・中央

ミニ講演会　ウォーキングの会　情報交
換、近況報告（支部会）現職会員校訪問

教育長との懇談会　幼・小・中学校長との懇談
　総会・懇親会

ウォーキング（文京・新宿支部と合同開催）　退職公務
員連盟の報告等

港 総会時、教育長、幼、小、中学校の園長・会長
との懇談会

会員の近況等お便り集発行　教育委員会の広報「ひろ
ば」支部だより（3）

新宿 研修会　懇親茶話会（2）　 総会（校園長会長参加）　区教委（教育長・指導課
長）・園小中学校長会長との懇談

ウォーキング（千代田・中央、新宿支部と合同開催）「役
員会便り」の発行（4）

文京
施設見学：ウォーキング研修会（区内・
周辺地区の歴史館や博物館　千代田・中
央、新宿支部と協働）　研究協力校発表
会参加

総会・懇親会（区長・現職校園長との懇親会）新
型コロナウイルス発生以降は紙上総会に変え、
現在は懇談会等は開催していない。

会員が個々に活動しているサークルの作品展や童謡の
合唱の会に、他の会員が参加　支部会員の「出展」鑑
賞や「童謡の会」参加　支部だより・役員会報告・会
員近況報告等の発行

台東 総会・懇親会 支部だより（4）
墨田 一日研修旅行（施設・歴史見学等） 支部総会・懇親会　忘年会 展覧会　会誌発行　

江東 施設巡り（半日の町歩き）校（園）長会会長
の講演会

総会時に区長、教育長、幼・小・中（園）長会会
長と懇談

卓球　健康麻雀　町歩き　俳句　囲碁（休止中）作品展
（絵画、書、写真、俳句等）支部だより（1）支部長だより（6）

品川 日帰りバス旅行会　施設見学会（2） 新年会で教育長講演　総会に区教委、幼小中会
長出席・懇談

歴史見学クラブ　会員だより（4）

目黒
新年研修会・懇親会（1）　（指導課長、幼
小中学校長の講演）　研究発表会参加��
史跡歩こう会（1）

小学校長と退職校長の会（1）　総会・懇親会（1）
（区長・教育長・幼小中学校長会長の出席）小学
校長と転退職校長の会（1）

ゴルフ（7）　支部だより（2）　お便り集（1）

大田 小中学校学校訪問　研修奨励校研究発表
会参観

総会　教育委員会・小中校長会長との教育懇談
会　役員・理事会（8）

歴史散歩　ゴルフ　園芸　健歩　囲碁　美術　書道　
子ども発明・発見展　会報発行（1）　会員近況報告

世田谷
一日研修（2）　会員の体験発表会　講演
会（区民参加）他団体共催の講演会（随時）

区教育長表敬訪問　定期総会・懇親会（新旧役員
懇親会を兼ねる）　小・中校長会会長との教育懇
談会・新年懇親会

合同役員会後のボッチャ等の交流会・体験発表者を囲
んでの交流会　支部会報（年 2回）総会・支部会員名簿
作成　他支部との交流

渋谷 講演「渋谷区の教育行政について」教育
長　見学・研修会

総会　夏季会員・新年会員交流会　現職校長会
役員との懇談会

会員便り（会員近況報告）　支部会員名簿発行

中野 東京新発見散歩 総会　区長、教育長との懇親会　 ��趣味作品展　会報発行　周年行事

杉並 講演会（5）（園・小中・高の教育の現状と
課題）

総会・新年会（区教委関係者等参加） 講演・歌と踊り合同の会（杉行会・愛杉会・都公連杉並
支部）　支部会報を幼・小・中・の園長・校長に配布

豊島 �会員は 85歳以上の 3人、会費も集めず、思い出と絆の会として静かに存在

北 会員研修会（渋沢榮一翁の足跡を辿って
～ボランティアガイドと）　ランチ会

総会・懇親会（区長、教育長、幼・こども園・小・
中校園長会）　役員新年懇親会

あすか会作品展（絵画　書　手芸　写真　ちぎり絵等）
会期4日間

荒川
一日見学会（名所旧跡、施設等での見学・
研修）

総会、総会後の懇親会（園長会長、小中校長会長、
教育長を迎えての懇談）　懇親会（2）　新年懇親
会

趣味展（書道　写真　絵画　ちぎり絵　竹細工　苔玉
　研究冊子　手作りラジオ　石器等の展示　体験コー
ナー）

板橋 秋の散策と茶話会（松月院、東京大仏等）
役員会のときに役員が交替でミニ講演

教育委員会との懇話会　現職校長会との懇談会、
新年会　総会・懇談会　桜を観る会と茶話会　

写真展・作品展（紙上発表　カラー印刷　別刷り）広報
（けやき）（2）

練馬
会員講師による講演会（3）　一日研修（1）
　区校長会への参加　

総会　長寿・叙勲祝賀会　新入会員歓迎懇親会
　忘（新）年懇親会　地区懇親会　役員（5）　理事
会（4）

写真　囲碁　歩こう　カラオケ　読書（3~12）　写真展
　作品展　支部会報・支部会報増刊号（1）　支部だより
（4）　会員近況報告（2）

足立 会員交流の集い [歴史散歩」� 総会（教育長講演会）　年末懇親会 会報発行（2）　喜寿者・米寿者へのお祝い贈呈
葛飾 史跡見学会（教養高め、健康増進と親睦）総会・懇親会 ゴルフ（10）　ぶらり散歩（2）　ゴルフコンペ

江戸川 研修会（1）　旅行会等（1）　 総会・懇親会（区長・教育長・幼小中�の園校長
と交流）

囲碁部・女性活躍部・自然探訪部・旅行部　支部会報（1）

八王子 研修会（1） 総会（市教育長、小・中学校長会）　懇親会 ゴルフ（9）　マジック⒂　水墨画　ウォーキング（3）　
パソコン（11）　囲碁（6）　支部ニュース（月 1回）

町田 研修旅行（1） 総会・懇親会　役員懇親会（7） 検討中
日南 見学研修会 総会後の懇親会　教育懇談会 会報発行（2）　（支部活動について見直し中）

武蔵野
・三鷹

研修会（2）（歴史・文学散策、講演等）　
他支部会員参加

総会・懇親会　作品展⇒市長・教育委員会関係
者に招待状発送　来場あり

蕎麦打ち（3～ 4）　健康麻雀（12）　囲碁（2回の大会）　
作品展（写真、絵画、手芸、文芸、音楽等）�他支部会員
参加有　会報発行（1）

北多摩
北部

施設見学研修会（文化施設等）　授業参
観・懇談会　スマホ教室（会員を講師と
した研修会）

総会（教育長・小中学校校長会長に原則案内状送
付）　小中学校校長会に出席（本会活動について
説明の機会を設ける）

役員会に写真クラブの会員の講演、支部会員全員にア
ンケート調査し、会員一人一人の継続的研究や研鑽及
び趣味の実態などについて取りまとめ

北多摩
中部

見学研修（史跡・寺社　研究・文化施設等）
　役員研修会（1）

総会・懇親会

府中 「あの日、この時」研修会　日帰り研修・
見学会

総会　教育懇談会　新年会

調布 研修会（狛江支部と共催）　小中校長会と
隔年の交流

総会（調布市長・�教育長　�小中校長会長臨席）　
新年会（狛江支部と共催）

狛江支部と合同開催・相互参加　会報「ゆうゆう」発
行

狛江 関係施設などの訪問研修（調布支部と共
催）　終活研修

定期総会と懇談会　新年会（調布支部と共催） 作品展　文集（狛晁）発行（1）　調布支部と合同開催

北多摩
西部

桜を観る会（国営昭和記念公園 3月末） 役員新年会　総会・会員懇親会 文化財探訪クラブ（2）　囲碁サークル　支部だより（2）

西多摩 1日研修旅行 総会・懇親会　各市部の教育長との懇談会 短歌・漫歩会・写真（休部中）�生涯学習写真展（協賛参加）
　会報発行（3）

大島 来年度から実施
三宅島 小・中・高の学校行事に参加 総会　懇親会　小中現職校長との交流会
千葉
南部

日帰り研修　施設見学会（退公連共催） 総会　役員会　教育懇談会・懇親会　新年会 カラオケ大会　ゴルフ同好会（10）　句会（千葉西部支部
と共催）　会報発行（2）

千葉
中部

研修会・講演会　半日・宿泊研修会 総会　新年会（予定） 検討中

千葉
西部

見学研修会　 総会・懇親会　新年会 カラオケクラブ　　俳句（他支部会員も参加）　作品展

千葉
北部

日帰り研修会　 定期総会・懇親会　新年会　支部役員会（4） 俳句の会（他支部会員も参加）　歩こう会　会報発行（4）
叙勲受章者・長寿者への記念品贈呈

埼玉県 研修会（定期総会後に実施）講演、報告、
発表

総会　懇親会（ブロックごと年1～ 2回） ハイキング・陶芸・囲碁・ゴルフ　作品展示会（定期総
会時）さきたま会報（2）発行以来 113号を数える

神奈川
県

一日研修親睦旅行　講演会　見学会 総会・懇親会　役員歓送迎会　新年懇親会　
50周年記念式典・記念誌発行

写真・俳句・ゴルフ・文学散歩の会　写真・作品展　
会報発行（3）　大田・町田支部との交流検討中

支部活動一覧表
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会
員
間
交
流
を
深
め
る支部

活
動

文
京
支
部
長
　
小
林
　
博

　

文
京
支
部
の
主
な
活
動
に
は
、
区

内
や
そ
の
周
辺
地
区
の
見
学
会
、
新

宿
支
部
と
千
代
田
・
中
央
支
部
と
の

協
働
研
修
会
、
園
・
小
中
学
校
の
研

究
発
表
会
の
参
加
、
支
部
だ
よ
り
の

発
行
と
役
員
会
報
告
書
の
配
布
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
重
視
し
て
い
る

活
動
が
見
学
会
と
協
働
研
修
会
で
す
。

庭
園
や
公
園
を
め
ぐ
り
自
然
に
触
れ
、

心
を
癒
し
ま
す
。
博
物
館
な
ど
を
利

用
し
て
、見
聞
を
広
げ
ま
す
。
名
所
・

旧
跡
の
見
学
を
兼
ね
て
、
２
㎞
ぐ
ら

い
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
体
力

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

　

文
京
支
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
会
員
同
士
が
交
流
を
図
り
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
生

き
生
き
人
生
」
を
築
く
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

支
部
だ
よ
り
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支
部
の
現
状
と
今
後
の
展
望

北
多
摩
中
部
支
部
長
　
鹿
田
　
克
己

　

本
支
部
は
小
金
井
市
・
小
平
市
・

東
村
山
市
・
国
分
寺
市
の
四
市
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
総
会
員
数

は
五
十
三
名
（
小
金
井
十
二
名
・
小

平
十
一
名
・
東
村
山
十
七
名
・
国
分

寺
十
三
名
）
で
あ
る
。
他
の
支
部
と

同
様
に
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

高
齢
化
や
体
調
不
良
を
理
由
に
退
会

さ
れ
る
会
員
も
多
い
。

　

現
在
の
活
動
で
特
に
重
視
し
て
い

る
こ
と
は
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
継
続
し
て
い

く
か
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
年
二
回
の
支
部
だ
よ

り
の
発
行
と
会
員
の
状
況
報
告
書
の

作
成
を
行
っ
て
い
る
。
会
員
の
日
常

や
経
歴
・
生
活
信
条
等
が
書
か
れ
て

い
て
興
味
深
い
。

　

ま
た
十
月
に
実
施
し
て
い
る
見
学

研
修
会
は
研
修
部
長
の
詳
し
い
解
説

が
好
評
で
、
終
了
後
の
懇
親
会
は
大

盛
り
上
が
り
で
あ
る
。

　

継
続
は
力
な
り
で
活
動
し
て
い
く
。
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

改
め
て
、「
出
会
い
に
感
謝
」

品
川
支
部
　
大
竹
　
節
子

　

品
川
区
公
立
幼
稚
園
を
退
職
し
た

の
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
末
で
、

今
か
ら
十
三
年
も
前
の
事
で
す
。
園

長
職
時
代
は
国
の
規
制
緩
和
の
流
れ

を
受
け
幼
保
一
元
化
事
業
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
十
四
年
、
品

川
区
初
の
幼
保
一
体
施
設
（
二
葉
す

こ
や
か
園
）
で
０
歳
児
～
５
歳
児
の

乳
幼
児
教
育
施
設
を
開
園
し
ま
し
た
。

今
で
言
う
「
こ
ど
も
園
」
の
前
身
で

す
。
朝
七
時
半
～
夜
七
時
半
ま
で
の

間
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士
が
協
働

で
保
育
・
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
制
度
改
革
の
推
進
は
、
当
時

の
園
長
会
組
織
と
行
政
で
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
推
進
し
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。

〝
し
な
や
か
に
、
し
た
た
か
に
、
し

ん
ぼ
う
強
く
〟
で
す
。

　

共
に
歩
ん
だ
、
校
園
長
会
仲
間
の

皆
さ
ま
か
ら
、
本
会
入
会
の
お
誘
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
三
年
間
の

時
を
経
て
改
め
て
、「
出
会
い
に
感

謝
」
で
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

江
戸
川
支
部
　
蓮
沼
　
祥
之

　

本
年
度
よ
り
本
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
江
戸

川
区
立
篠
崎
第
二
中
学
校
に
特
例
任

用
校
長
と
し
て
引
き
続
き
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
や
退
職
金

を
ま
だ
い
た
だ
け
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
入
会
の
実
感
が
わ
い
て
い

な
い
の
が
正
直
な
思
い
で
す
。

　

こ
の
度
、
会
報
執
筆
の
依
頼
を
い

た
だ
い
て
も
、
私
で
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
も
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
自
体
も
、
取
り
巻
く
環
境
も

教
師
に
な
っ
た
頃
か
ら
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
生
徒
が
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
喜
び
と
感
じ
、

汗
を
か
き
、
涙
を
流
し
、
が
む
し
ゃ

ら
に
働
い
て
き
ま
し
た
が
、「
働
き

方
改
革
」
の
名
の
も
と
、
仕
事
の
仕

方
も
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

ま
だ
で
き
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
と
自

分
を
励
ま
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
会
員
の
声

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 日本教育会館 5階 

TEL：0033--33223300--00881188 

厚生労働省認可 

教教職職員員共共済済生生活活協協同同組組合合  東東京京都都事事業業所所  
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・保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。
(*1)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を含む)・抗がん剤治療(経口投与を除く)・
ホルモン剤治療(経口投与を除く)をいいます。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

保保険険料料はは、、22002233年年44月月現現在在ののももののでですす。。

保保険険
期期間間

・個人情報の利用目的：アフラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。
詳しくは弊社HPをご参照ください。

※健康状態によっては、記載の保険料と異
なる場合があります（保険料が割増となる
場合があります）。お申込み後にアフ
ラックから送付する書面をご確認ください。

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

00112200--335577--221122資料請求・お問い合わせ・お申込みは
(平日 9:00～ 20:00 土日祝 9:00～ 17:00)

<生きるためのがん保険Days1>入院給付金日額 5,000円

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

入院
給付金

診断
給付金

①特定の治療(*1)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定
の治療(*1)を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

50万円 5万円

がん・上皮内
新生物それぞれ
1回限り

5,000円

5,000円

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき ①日数無制限

②通院期間中
(365日以内)日数
無制限

通院
給付金

日数無制限

オリジナルプラン

一時金として
がん 上皮内新生物

1日につき

1日につき

月月払払保保険険料料例例 個個別別取取扱扱
左記プランの場合
解約払戻金なしタイプ
保険料払込期間:終身/定額ﾀｲﾌﾟ
特定保険料払込免除特約なし

年年齢齢 男男性性 女女性性

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750円 2,580円

75歳 5,375円 2,855円

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円

AF003-2024-0208 6月6日(260606)

栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和６年　秋の叙勲受章会員

瑞宝双光章（12名）

野々山　毅（　港　）

市川　雅美（世田谷）

根本　弘道（世田谷）

林　　四郎（世田谷）

能瀬外喜雄（中　野）

齊藤　弘安（江戸川）

森田　善朗（北多摩北部）

中川路幹男（北多摩西部）

大澤　俊男（西多摩）

武部　次郎（千葉中部）

阿部　好三（埼玉県）

野内　一郎（神奈川県）

栄えの受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 6 年 11 月 1 日現在　本部に届けがあった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（８名）

野村　　清（豊　島）

新田　豊作（板　橋）

酒井　繁典（練　馬）

會田　　満（日　南）

清川　正二（埼玉県）

小松　博則（埼玉県）

山下　貞子（神奈川県）

岩木　観定（神奈川県）
（福利厚生部担当副会長　増田　稔）
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私
は
、
校
正
の
た
め
に
届
け
ら
れ

る
編
集
子
の
原
稿
を
読
み
残
し
が
な

い
よ
う
に
隅
か
ら
隅
ま
で
読
む
。

　

誤
字
脱
字
は
無
い
か
、
書
き
手
の

言
い
た
い
こ
と
は
何
か
、
伝
わ
り
や

す
く
表
現
さ
れ
て
い
る
か
等
々
の
視

点
で
作
業
と
し
て
読
む
。

　

巻
頭
文
を
読
む
の
は
楽
し
み
だ
。

そ
こ
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
、
共
感
す

る
こ
と
、
時
に
は
実
践
し
た
こ
と
ま

で
含
ま
れ
て
い
る
。

　

新
入
会
員
の
文
章
に
は
、
親
し
み

を
覚
え
る
し
。
時
に
は
、
今
の
若
者

が
使
用
す
る
言
葉
が
入
っ
て
い
た
り

し
て
、
年
の
差
を
実
感
さ
え
す
る
。

　

最
終
ペ
ー
ジ
の
俳
句
や
短
歌
に
は
、

豊
か
な
表
現
に
毎
号
感
心
さ
せ
ら
れ

る
。
時
に
は
、
ど
う
読
む
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
に
も
出
会
い
、
編
集

会
議
で
学
ぶ
こ
と
し
ば
し
ば
。

　

つ
い
先
頃
ま
で
お
元
気
で
い
る
と

聞
い
て
い
た
方
の
訃
報
に
こ
こ
で
ふ

れ
、
驚
き
、
音
信
不
通
に
後
悔
さ
え

さ
せ
ら
れ
る
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
記
事
に

関
心
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
次
年

度
か
ら
発
行
回
数
が
減
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

（
大
須
賀
敬
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 6 年 10 月 10 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長　

増
田　

稔
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

内
海　

静
雄

5
・
9
・
24
神
奈
川
県

小

91
70

大
迫　

末
司

5
・
12
・
25
北
多
摩
北
部

中

91
43

古
郡　

幸
昭

6
・
1
・
25
神
奈
川
県

中

85
70

廣
田　

幸
夫

6
・
3
・
23
板
　
橋

中

88
20

棚
橋　

健
造

6
・
5
・
19
板
　
橋

小

99
20

辺
見　

兵
衛

6
・
5
・
25
北
多
摩
北
部

小

94
43

堀
越　

一
雄

6
・
6
・
7
文
　
京

中

92
2

小
阪　

順
二

6
・
6
・
14
中
　
野

小

89
15

森　

豊
太
郎

6
・
6
・
21
板
　
橋

中

97
20

今
井
新
之
丞

6
・
7
・
1
葛
　
飾

小

98
26

伊
藤
駿
二
郞

6
・
7
・
4
北
多
摩
北
部

高

93
41

奥
脇　

弘
久

6
・
7
・
25
神
奈
川
県

中

91
72

板
橋　

英
一

6
・
7
・
26
板
　
橋

高

97
20

大
河
内
五
郎

6
・
8
・
3
西
多
摩

小

95
56

武
井
源
一
郎

6
・
8
・
4
八
王
子

中

89
30

望
月　

英
子

6
・
8
・
10
神
奈
川
県

小

107
68

坂
本　

正
彦

6
・
8
・
14
世
田
谷

小

66
14

吉
澤　

利
夫

6
・
8
・
24
西
多
摩

小

92
51

村
田　

公
充

6
・
9
・
9
大
　
島

小

86
57

後
藤　
　

榮

6
・
9
・
13
荒
　
川

小

95
19

千
葉　

久
雄

6
・
9
・
13
練
　
馬

小

92
22

加
藤
明
紀
夫

6
・
9
・
22
墨
　
田

小

79
4

赤
松　

秀
夫

6
・
10
・
4
中
　
野

小

93
15

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
顔
を
よ
ご
し
て

泣
き
わ
め
く

子
の
手
を
と
り
て
な
だ
め
て
理わ

け由
き
く

担
任
の
胸
に
し
が
み
て
泣
き
じ
ゃ
く
る

こ
の
子
の
心
に
何
を
満
た
す
か

子
ど
も
ら
の
植
え
し
球
根
ふ
っ
く
ら
と

落
ち
葉
持
ち
上
げ
黒つ

ち土
よ
り
の
ぞ
く

 

中
野
支
部　
　

田
中　

弘
志

短
歌

梵
鐘
の
音
染
み
渡
る
後
の
月

御
仏
を
祀
る
板
碑
や
初
紅
葉

初
鴨
や
池
に
騒
立
つ
鯉
の
群
れ

 

世
田
谷
支
部　
　

称
津　

啓

不
揃
ひ
の
白
玉
団
子
良
夜
か
な

通
院
に
付
き
添
ひ
し
道
金
木
犀

老
い
の
愚
痴
当
て
に
重
ぬ
る
古
酒
の
杯

 

目
黒
支
部　
　

松
村　

由
紀
子

応
募
コ
ー
ナ
ー

俳
句
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